
１． 開 催 日 時 ： 令和４年９月１３日（火）　10:00～12:00 及び 13:30～15:30

令和４年９月１４日（水）　10:00～12:00 

２． 会 場 ：

３． 参 加 者 ： 北海道旅客鉄道株式会社 社員３２名

４． 主 催 ： 国土交通省 北海道運輸局

５． 共 催 ： 北海道旅客鉄道株式会社

６． 協 力 ： ＮＰＯ法人 手と手、ＮＰＯ法人プリズムさっぽろ

７． 後 援 ： 北海道

８． 実 施 概 要 ：

９． アンケート結果より抜粋

・

・

・

バリアフリー教室（ＪＲ北海道）実施概要

北海道旅客鉄道株式会社　社員研修センター
（北海道札幌市手稲区曙１条３丁目）

当事者のお話では私では思いもつかない内容を知ることができて自分の思っていること
と、当事者が考えていることは異なっていると知ることができました。また、相手に不
安に思っていただかないような扱いをしなければいけないとわかりました。

非常に参考になった。視覚障がいの方の体験をした際、どのくらいの距離を歩かないと
いけないか、言ってあげることの大切さや、電動車いすでも手動で降りることができる
というのは初めて知った。また、車掌へのアピールなど事故防止のことも知れてよかっ
た。

大学時代３年間、障がい者支援活動を行っていたため、障がい者の方のお手伝いには自
信がある方だと思っていたけれど、当事者の本当の心の内を聞かせていただく機会は少
なかったので、表谷さんの葛藤や苦悩、またそれを乗り越えようと思ったきっかけを知
ることができて良かったです。

障がい当事者の講話、障がい者疑似体験・介助訓練（車いす使用者・視
覚障がい者）を通じ、介助時の心構えについて学んだ。


